
国土交通省においては，民間企業などの有用な
新技術の活用促進のため新技術活用システム
（NETIS）を運用しています。今般の東日本大震
災においては，地震，津波，液状化などにより，
きわめて広域かつ多岐にわたる甚大な被害が生じ
ました。国土交通省としても，これらの震災から
の復旧・復興に全力を挙げて取り組んでいるとこ
ろです。
その取り組みの一環として，NETISに登録さ

れた技術を対象として，震災復旧・復興に資する
技術を募り，国土交通省のホームページで公表
し，広く情報提供することで，震災復旧・復興の
現場における活用の支援を開始しました。

平成２３年３月１１日の東日本大震災を受け，まず
は人命救助，応急復旧が進められてきました。そ
の後，復旧・復興へと段階が移行し，短期的な復
旧の取り組みをはじめ，中・長期的な復旧・復興
の取り組みが進められてきています。その中で，
現場の復旧・復興に当たり，既存技術の有効活用
と新たな技術研究開発の二つの側面からの取り組
みを進めてきています。

既存の技術の活用としては，平成１３年より一般
公開しているNETISに登録された約４，０００技術の
活用を検討しました。新技術活用システムは，主
に民間により開発された新技術を公共工事におい
て積極的に活用および評価し，コスト縮減，安全
性や環境性の向上等の効果向上を図るものです。
新技術に係る情報としては，技術概要，詳細内容
をはじめ，従来技術と比較した効果，技術の適用
範囲，問い合わせ先が登録され，さらに，直轄現
場での活用を経て事後評価がされると，その事後
評価結果として，従来技術と比較した優位性，技
術の安定性，適用性等が掲載されます。
しかしながら，震災の復旧・復興に関する技術

かどうかという視点からの情報が入っているわけ
ではありませんでした。そこで，新たに，今回の
震災復旧・復興に資する技術を対象に，震災対応
上の技術的特徴に加え，災害対応関連工事等の活
用実績等を募集し，広く公表する取り組みを行う
こととしました（図―１）。

平成２３年６月９日から２４日までの約２週間の募
集期間を設け，約１，７００件の技術情報の応募を頂
いたところです。
今回の取り組みが，迅速性を要することから，

NETISの申請者が直接情報を入力し，複数の管
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理者が内容を確認できるシステムを新たに構築し
ました（いわゆるクラウドコンピューティング技
術の活用）。今回は，全国の地方整備局の新技術
担当者が協力し合い，NETIS登録者への募集メ
ールの送付，登録された技術情報の確認，問い合
わせ対応等を実施してきました。おのおのの新技
術の登録者による情報提供と全国の新技術担当
者，システム開発者の取り組みのおかげにより，
公募から１カ月足らずの期間で，震災復旧・復興
に資する技術情報の公表にまで到ることができま
した（表―１）。
平成２３年７月６日より，応募のあった技術約

１，７００件の公表を，国土交通省ホームページ上の
特設サイトにて開始しました。技術情報の公表に
当たっては，当該技術の震災対応上の特徴や災害
対応関連工事等の活用実績，詳細情報へのリン
ク，問い合わせ先に加え，ジャンル別の検索，キ
ーワード検索を設け，使い勝手が良くなるような
機能を設置しています（図―２）。
サイトの利用については，公表から１週間で，

アクセス数が約５，０００件となっています。

表―１ 「NETIS震災復旧・復興支援サイト」登録
件数 （平成２３年７月２０日現在）

ジャンル別登録件数 ※重複登録あり 件数
（件）

がれき・土砂処理

収集 ６６
分別 ４２
再生 １８２
処分 １２７

ライフライン復旧 ２６７
液状化対策 １９９

補修・修復

コンクリート構造物 ４７３
橋梁 ３８１
路面 ２９０
河川護岸 ５４７
海岸 ３０６
その他 ５０９

仮設

足場 ４５
照明 ２０
仮設トイレ ２４
その他 １５３

水中作業 ５８
無人化施工 ３２
応急復旧 ４７０
計測・測量 １０８
計画・設計 １２１
情報通信，情報共有 ５４
その他 ４０３

技術情報登録件数計（重複除く） １，７９６

図―１ 新技術活用システム（NETIS）を活用した震災復旧・復興支援に資する技術情報の公表
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被災地の復旧・復興支援の取り組みが進む中
で，今回の情報が設計者，施工者，発注者等へ伝
わり，効率的・効果的な技術の活用の一助になれ

ばと思っています。また，登録情報の修正や付加
機能の拡張等が容易に行えるような拡張性の高い
システムとして構築しており，今後の利用状況等
を踏まえたさらなる改善を図っていきたいと思っ
ています。

★URL http : //www.s―netis.mlit.go.jp/

図―２ NETIS震災復旧・復興支援サイト
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